
2018年 3月 25日 「み意はどこにあるか」  

  

＜聖書箇所＞「マタイによる福音書 20章 20節～28節」 

そのとき、ゼベダイの子らの母が、その子らと一緒にイエスのもとにきてひざまずき、何

事かをお願いした。そこでイエスは彼女に言われた、「何をしてほしいのか」。彼女は言った、

「わたしのこのふたりのむすこが、あなたの御国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは左に

すわれるように、お言葉をください」。イエスは答えて言われた、「あなたがたは、自分が何

を求めているのか、わかっていない。わたしの飲もうとしている杯を飲むことができるか」。

彼らは「できます」と答えた。イエスは彼らに言われた、「確かに、あなたがたはわたしの

杯を飲むことになろう。しかし、わたしの右、左にすわらせることは、わたしのすることで

はなく、わたしの父によって備えられている人々だけに許されることである」。十人の者は

これを聞いて、このふたりの兄弟たちのことで憤慨した。そこで、イエスは彼らを呼び寄せ

て言われた、「あなたがたの知っているとおり、異邦人の支配者たちはその民を治め、また

偉い人たちは、その民の上に権力をふるっている。あなたがたの間ではそうであってはなら

ない。かえって、あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、あなたがた

の間でかしらになりたいと思う者は、僕とならねばならない。それは、人の子がきたのも、

仕えられるためではなく、仕えるためであり、また多くの人のあがないとして、自分の命を

与えるためであるのと、ちょうど同じである」。  


